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中央構造線断層帯伊予断層南西部，米湊断層の変動地形と活動 
 

水谷 光太郎

Ⅰ，はじめに 

 本研究で対象となる伊予断層，米湊断層は，

近畿・四国を横断する中央構造線断層帯の内，

愛媛県伊予市を中心に分布する断層であり，陸

域の中央構造線断層帯の中では最西部に位置し

ている (地震調査研究推進本部，2011)（以下推

本と略す）。伊予断層は第四紀にも横ズレを主体

とする活断層の運動が確認されており，活動が

活発な活断層として注目されている（愛媛県

1999：後藤ほか 2001）。米湊断層は長谷川ほか

（1999）や池田ほか（2005）において伊予断層

ほどの活動は確認されていないものの，伊予断

層の前縁部分に位置し縦ズレの上下変位を主体

とした活動が既存研究で明らかにされており，

伊予断層の副次的な断層として評価されている。

また池田（2000）では米湊断層と並行する断層

が南東側に約 1kmの長さで指摘され，第四紀

においての活動が報告されているが，本研究で

は調査を行っていない。 

 

ⅰ，調査対象地域概要 

 本研究の調査地域は愛媛県松山平野南西部

の伊予市，また伊予市双海
ふ た み

町周辺を対象地域と

している（図 1）。 

 

ⅱ，既存研究 

 伊予断層はこれまで後藤（1996, 2001）や愛

媛県（1999）などにより活動時期や，変位量，

活動間隔が調査されており，推本（2011）にお

いて北東-南西走向，長さ約 14kmの横ズレ変位

が卓越するA級活断層とまとめられている。ま

た後藤・中田（2000），後藤ほか（2001）にお

いて，北東部で北西落ち，南西部で南東落ちの

上下変位が認められている。後藤（1996）では

伊予断層の平均上下変位速度を約 0.17∼ 

0.2mm/yr，右横ズレ平均上下変位速度を約 1.3

∼1.6mm/yrと見積もっている。愛媛県（2001） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ではトレンチ調査が行われており，最新活動は

14世紀以降，その際の横ズレ変位は約 2.1m∼

2.3mであることが明らかとなっているが，そ

れ以前の活動については不明な点が残っている。  

米湊断層は伊予断層の前縁に位置し，連続す

る撓曲崖の様子から伊予断層とほぼ同じ走向を

持つ長さ約 1.5kmの逆断層で，上下方向の平均

変位速度を 0.6mm/yrと見積もられている（池

田ほか 2005）。愛媛県（2001）ではトレンチ調

査から 6,000年前以降活動していないと報告さ

れている。国土地理院発行の都市圏活断層図「郡

中」では約 3kmにわたって記載され，米湊断

層トレースの南西部には伏在する部分がある

（岡田ほか 1998）。  

 

ⅲ，調査方法 

 空中写真による地形判読を行い，対象地域の

地形分類図を作成した。現地調査では変動地形

踏査を行い，活断層とその変位地形を縦断する

数本の測量を行った。また地下地質は伊予市役

所や四国電力総合研究所に協力をお願いし，ボ

図 1 調査地域図 
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ーリングデータや，文献の収集を行った。 

 

Ⅱ，調査地域の地形分類図と段丘面の記載 

空中写真判読により図 2,3,5のように 3地点

の地形分類を行った。  

 

ⅰ伊予断層南西部（図 2） 

L1面から L2，L3と沖積面（谷底地形含む）

に分類した。L面は空中写真判読の高さの違い

から分類している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ米湊断層南西部（図 3） 

M面，L面，沖積面A1面，A2面，A3面に

分類した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M面は本村地区に位置し，ボーリング調査が

行われている（図 3,4 BD①）。BD①では，砂礫

層が約 10mの層厚で堆積している。風成層や

下位層準は確認できていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L面は本村地区の南西部に分布する。長谷川

ほか（1999）のボーリング試料（図 3,4 BD②）

では礫層中心で粘土・シルト，細砂を含む地層

がみられた。 

沖積面（A面）は沿岸部，米湊断層伏在部周

辺に分布する。砂礫層を中心に約 5m堆積し下

位には礫層中心で粘土・シルト，砂層の地層が

みられた (図 3,4 BD③)。 

 

ⅲ米湊断層北東部（図 5） 

M面，L面，沖積面に区分した。北東部にお

いて記載はないものの，今回の現地調査で断層

の変位による高まりと考えられる地形が沖積面

に観察できている。沖積面は礫，砂，粘土・シ

ルト層の互層となっている（図 4,5 BD④）  

 

 

 

図 2 伊予断層南西部地形分類図 

図 3 米湊断層南西部地形分類図 

図 4 各ボーリングデータ柱状図 

長谷川ほか（1999）を引用し加筆している 
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Ⅲ，調査結果 

ⅰ，伊予断層南西縁部（図 2，図 6a） 

 当地点では平成 9年に愛媛県が主体となりト

レンチ調査が行われている（愛媛県 1999）。伊

予断層南西部では北西上がりの逆向き低断層崖

が見られ，地溝性の凹地を生じている。今回の

調査ではほぼ同じ地点で伊予断層を横断する測

量を行い，地理院地図上での数値も補足して断

面図を作成し，地形面の変位量を求めた（図 2，

図 6a）。測量の結果，上下に約 5.5mの変位が

見られた（図 6a）。また南の山地側が上昇する

低断層崖低下側では約 25mの幅の凹地が見ら

れた。 

 

ⅱ，米湊断層南西部（図 3，図 6b,c,d） 

 当地点では都市圏活断層図「郡中」によると

米湊断層が北東-南西走向で約 3km記載されて

いる。本研究では低位段丘を開析する谷底の伏

在部分を横断するように 3本の測量を行い，地

理院地図上での数値も補足して断面図を作成し，

変位量の有無を確かめた (図 3)。測量の結果，

B-B’，C-C’ 断面においてA1面で変位はなかっ

たが，L1面が撓んで変位している様子が見られ

た。変位量はB-B’ 測線で約 4m，C-C’ 測線で

約 3.7mである。D-D’ 断面では A2面に変位は

見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ，米湊断層北東延長部（図 5） 

 当地点では都市圏活断層図では記載がない

ものの，同じ扇状地性の段丘面上に断層活動に

よる変位の可能性のある高まりが複数連続して

確認でき，これを横断するように 4本の測量を

行った（図 7）。 

 測量の結果，米湊断層北東延長部では，E-E’

で約 0.8ｍの上下変位を計測し，F-F’では約

0.5mの上下変位を計測した。さらに北東に進

むと推定延長トレースよりも南東側に移動して

連続した上下変位が見られ，G-G'では約 0.4m，

図 6 測量結果 a,b,c,d 

図 5 米湊断層北東部地形分類図 
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H-H’では約 0.5mの変位を確認した（図

7-e,f,g,h）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ，考察 

ⅰ，地形面の編年 

本研究では 3地点の地形分類でM面，L面，

沖積面（A1，A2，A3）の計 7面に区分した。 

伊予断層南西部での愛媛県（1999）のトレン

チ調査（図 2，図 8）では，B層の基底付近か

ら ATテフラ（26-29ka）が得られており，C

層の堆積後離水したと判断できる。これを引用

し伊予断層南西部のL面の形成年代は約 3万年

前と判断した。 

また米湊断層南西部においては長谷川ほか

（1999）で L面構成層の基底部分で 14C年代

試料 29,560±1,290BPの値が，L面構成層の上

部で14C年代試料10,580±190BP の値が得ら

れており，これを引用し，米湊断層南西部にお

ける L面の形成年代は約 1万年前と判断した。 

沖積面（A面）も長谷川ほか（1999）におい

て 14Ⅽ年代測定の結果，約 1万年以降の値が出

ており，これを引用し沖積面（A面）の形成年

代を約 1万年前以降とした。  

 

ⅱ，活断層の変位について 

ⅱ-①伊予断層南西部 

 伊予断層南西部における上下変位について

は，愛媛県（1999）のトレンチ調査（図 2，8）

では A層，B層の鉛直方向の変位量を共に約

1.5mと見積もり，一回当たりの鉛直方向変位

量は約 1.5m以上としている。また，最新の活

動はA層直上の試料から年代10,530±220の値

が得られており，最新の活動は約 11,000年前

以降と考えられている。 

今回の測量では L面の変位を約 5.5m計測し

ている。この L面は複数回のイベントを経験し

ており，L面の形成年代は約 3万年前であり平

均上下変位速度は約 0.18m/kyで活動度は B級

を示す。池田（1996）でも伊予断層の平均上下

変位速度を約 0.17∼0.2mm/yrと見積もってお

り，得られた値は近似している。 

伊予断層は横ズレ変位が卓越する活断層で

あることから，約 25m幅の凹地の形成は横ず

れ運動が関わってくると考えられるが，本研究

では調査を行っておらず，横ズレの変位量を計

測できておらず，これを加えた総変位量からの

議論が今後の伊予断層南西部の詳細な活動評価

に必要である。 

 

ⅱ-②，米湊断層南西部 

B-B’，C-C’ 測線でA1面において変位は見ら

れなかったが，L面において地形の撓みが見ら

れ，変位量は B-B’ 測線で約 4m，C-C’ 測線で

約 3.7mであった。だが低下側の L面はA1面 

図 7 測量結果 e,f,g,h 
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図 8 愛媛県（1999）双海町トレンチ西側法面 

図 9 長谷川ほか（1999）地形地質断面図を引用，加筆 
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下に埋没するため，本来の変位量は本調査で得

られた値よりも大きくなる可能性がある。また

断層も南西側に位置する可能性がある。長谷川

（1999）で地形測量と群列ボーリング調査が行

われている(図 3 I-I’測線，図 9)。群列ボーリン

グの結果からL面で高さ約 6mの撓みが確認さ

れ，L面の基底では約 24mの撓みが確認されて

いる。今回想定した米湊断層（図 6-b,c,d）は A

面の変位は確認できず，L面上部では撓みが存

在することから，L面の基底形成時期約 3万年

前以降からL面の上部形成時期約 1万年前まで

の間に活動があり，これは愛媛県（2001）の約

6,000年前以降活動がないというものと違わな

い。 

 

ⅱ-③，米湊断層北東延長部 

米湊断層北東部では変位基準が沖積面で変

位量は表 1の通りである。 

 

 E-E' F-F’ G-G’ H-H’ 

変位量 約 0.8m 約 0.5m 約 0.4m 約 0.5m 

表 1 米湊断層北東部変位量記載表 

 

米湊断層北東延長へいくにつれ変位量の減少が

見られる。断層末端へ変位量が小さくなること

示す可能性がある。しかし当地域は八反地川と

その支流による扇状地性の沖積面である。高ま

りの一部は河川と平行しており，堤防による高

まりもある。しかし F-F’断面の上盤側は道を挟

み，なお高く断層変位とみなせる。このことは

沖積面の形成後に変位があったことを示唆し，

既存の 6,000年前以降の活動がないという結果

と矛盾して新しい地形面を変動させていること

になる（愛媛県 2001）。米湊断層が全域ではな

く，部分的に伊予断層と連動する可能性も考え

られるのではないだろうか。 

 

Ⅴ，まとめと今後の課題 

 本調査においては現地踏査や測量を中心に

行った。米湊断層南西部においては A1面に変

位はなく，古子川の開析後，A1面形成以後は

活動していないと考えられる。だが L面では撓

みを認め，断層トレースが南西側に位置する可

能性がある。米湊断層北東延長では，扇状地に

連続した高まりが見受けられ，断層による変位

の可能性がある。伊予断層や米湊断層の点で未

だ不明な点が多く，また将来地震を発生させる

ものでもあり，詳細な調査が必要である。  
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